
(57)【要約】

【課題】中性線ブスバーを一段高く配置する分電盤に多

相変流器を設置する際の中性線ブスバーを一段高くする

ための段差形成のスペースを縮小して、分電盤の縦寸法

を有効に使用できるようにする。

【解決手段】６面立体の対向２面間に一次導体が貫通す

る３つの貫通孔を並列に設け、両端の貫通孔２に貫通形

変流器素子３を配置して、中央の貫通孔を上記並列方向

と直交方向に拡大した拡大貫通孔２ａにする。また、拡

大貫通孔２ａは断面がＤ字形でありＤ字の直線辺部を上

方に拡大する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
略 ６ 面 立 体 の 対 向 ２ 面 間 に 一 次 導 体 が 貫 通 す る ３ つ の 貫 通 孔 が 並 列 に 設 け ら れ 、 両 端 の 貫
通 孔 に そ れ ぞ れ 貫 通 形 変 流 器 素 子 を 配 置 し て 一 体 に 構 成 さ れ た 分 電 盤 用 多 相 変 流 器 に お い
て 、
中 央 の 貫 通 孔 を 上 記 並 列 方 向 と 直 交 上 方 向 に 拡 大 し た 拡 大 貫 通 孔 を 備 え た こ と を 特 徴 と す
る 分 電 盤 用 多 相 変 流 器 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 拡 大 貫 通 孔 は 断 面 が Ｄ 字 状 で あ り Ｄ 字 の 直 線 辺 方 向 に 拡 大 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 分 電 盤 用 多 相 変 流 器 。
【 請 求 項 ３ 】
貫 通 孔 が 設 け ら れ た 面 に 装 着 さ れ る 端 子 台 と 、 こ の 端 子 台 か ら 上 記 貫 通 孔 に 挿 入 さ れ る 挿
入 突 起 に 設 け ら れ た 一 次 バ ー 導 体 が 貫 通 さ れ る 挿 通 孔 と 、 中 央 の 拡 大 貫 通 孔 に 挿 入 さ れ る
挿 入 突 起 の 拡 大 部 に 上 記 一 次 バ ー 導 体 と は 段 差 を 有 す る 接 続 導 体 が 貫 通 さ れ る 第 二 の 挿 通
孔 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 分 電 盤 用 多 相 変 流 器 。
【 請 求 項 ４ 】
端 子 台 の ブ ス バ ー が 接 続 さ れ る 側 に 相 間 絶 縁 壁 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の
分 電 盤 用 多 相 変 流 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 分 電 盤 内 に 組 み 込 ま れ る 貫 通 形 の 多 相 変 流 器 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 分 電 盤 用 多 相 変 流 器 と し て は 例 え ば 特 開 平 ７ － ２ ２ ９ ９ ２ ７ 号 公 報 の 図 ４ に 示 さ れ
る よ う な も の が あ る 。
近 年 、 単 相 ３ 線 式 の 分 電 盤 内 の ブ ス バ ー の 配 置 に 、 例 え ば 特 開 平 ９ － ２ ９ ８ ０ ２ ６ 号 公 報
の 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 中 性 線 を 一 段 高 く 配 置 し て 、 ブ ス バ ー 間 、 接 続 導 体 の 絶 縁 距 離 の
確 保 と 分 岐 遮 断 器 の 端 子 が 段 差 構 造 の も の へ の 接 続 を 簡 易 に す る こ と が 実 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － ２ ２ ９ ２ ７ 号 公 報 （ 図 ４ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ９ － ２ ９ ８ ０ ２ ６ 号 公 報 （ 図 ６ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の 分 電 盤 用 多 相 変 流 器 は 一 次 導 体 の 貫 通 孔 は ブ ス バ ー や ケ ー ブ ル を 挿 通 さ せ る よ
う に 並 列 に 同 じ 高 さ に 設 け ら れ て い る の で 、 こ の 多 相 変 流 器 を 回 路 遮 断 器 の 負 荷 側 に 設 置
す る 場 合 、 中 性 線 ブ ス バ ー が 一 段 高 く 配 置 さ れ る 分 電 盤 で は 多 相 変 流 器 を 貫 通 後 に ブ ス バ
ー を 屈 曲 さ せ る 必 要 が あ る 。 こ の 屈 曲 部 に は 分 岐 遮 断 器 の 設 置 が で き な い の で 無 用 ス ペ ー
ス と な り 分 電 盤 の 縦 寸 法 が 大 き く な る と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 発 明 は 、 か か る 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 中 性 線 ブ ス バ ー を 一 段 高 く し
た た め の 屈 曲 部 が 分 岐 遮 断 器 の 設 置 を 邪 魔 す る こ と な く 、 分 電 盤 の 縦 寸 法 を 有 効 に 使 用 で
き る 多 相 変 流 器 で あ り 、 ま た 、 中 性 線 が 段 差 の な い ブ ス バ ー で 同 じ 高 さ で あ っ て も 、 そ し
て 、 一 次 導 体 が ケ ー ブ ル の 場 合 で も 、 共 用 で き る 多 相 変 流 器 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に 係 る 分 電 盤 用 多 相 変 流 器 は 、 ６ 面 立 体 の 対 向 ２ 面 間 に 一 次 導 体 が 貫 通 す る ３ つ
の 貫 通 孔 を 並 列 に 設 け 、 両 端 の 貫 通 孔 に 貫 通 形 変 流 器 素 子 を 配 置 し て 、 中 央 の 貫 通 孔 を 上
記 並 列 方 向 と 直 交 上 方 向 に 拡 大 し た 拡 大 貫 通 孔 を 備 え た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
実 施 の 形 態 １ ．
図 １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す 多 相 変 流 器 の 斜 視 図 、 図 ２ は こ の 発 明 の 多 相 変 流 器
を 設 置 し た 分 電 盤 内 の 平 面 図 、 図 ３ は 図 ２ の 線 Ａ － Ａ に 沿 う 断 面 図 、 図 ４ は 図 ２ の 線 Ｂ －
Ｂ に 沿 う 断 面 図 で あ る 。 図 ５ は こ の 発 明 の 多 相 変 流 器 を 使 用 し た 分 電 盤 内 の 他 の 接 続 例 の
断 面 図 で あ る 。
図 １ に お い て 、 外 殻 が 絶 縁 性 樹 脂 か ら な る 多 相 変 流 器 １ は 一 次 導 体 が 貫 挿 さ れ る 貫 通 孔 ２
が 設 け ら れ て い る 。 三 相 ３ 線 式 あ る い は 単 相 ３ 線 式 の 電 流 計 測 は ２ 個 の 変 流 器 素 子 で ベ ク
ト ル 合 成 関 係 か ら 全 線 の 電 流 計 測 が 可 能 で あ り 、 こ の 多 相 変 流 器 １ は 環 状 鉄 心 に 二 次 巻 線
を 施 し た ２ 組 の 変 流 器 素 子 ３ が 両 側 に 配 置 さ れ 、 環 状 鉄 心 の 中 心 孔 が 貫 通 孔 ２ と な り 、 中
央 の 拡 大 貫 通 孔 ２ ａ に は 変 流 器 素 子 は 配 置 さ れ て い な い 。
従 っ て 、 拡 大 貫 通 孔 ２ ａ の 下 部 は 円 弧 で 上 方 に 拡 大 さ れ 、 上 部 が 直 線 の 断 面 が 長 Ｄ 字 形 に
形 成 さ れ て い る 。
そ し て 、 絶 縁 性 樹 脂 か ら な る 外 殻 表 面 に 変 流 器 素 子 ３ の 二 次 巻 線 に 通 じ る 端 子 ４ が 設 け ら
れ て い る 。 ま た 、 絶 縁 性 樹 脂 そ の も の を 突 出 成 形 さ せ た 取 付 足 ５ と 検 定 封 印 孔 ６ が 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ２ ～ 図 ４ に よ り こ の 発 明 の 多 相 変 流 器 の 分 電 盤 内 へ 取 り 付 け 例 を 説 明 す る 。
多 相 変 流 器 １ の 一 次 導 体 は ブ ス バ ー １ １ で あ っ て 、 ３ 本 の ブ ス バ ー の う ち 中 央 の 中 性 線 ブ
ス バ ー １ １ ａ を 一 段 高 く 配 置 し て い る 。
中 性 線 ブ ス バ ー １ １ ａ は 一 段 高 く 配 置 す る た め に 、 そ の 段 差 寸 法 の 導 電 ス ペ ー サ １ ２ を 介
し て 回 路 遮 断 器 １ ０ の 端 子 １ ０ ａ に 接 続 さ れ 、 拡 大 貫 通 孔 ２ ａ の 上 辺 の 拡 大 部 を 挿 通 し て
、 分 岐 遮 断 器 １ ３ と の 接 続 位 置 へ 伸 長 さ れ る 。 そ し て 、 中 性 線 以 外 の ブ ス バ ー １ １ は 貫 通
孔 ２ に 挿 通 さ れ 、 そ の ま ま の 高 さ で 分 岐 遮 断 器 １ ３ と の 接 続 位 置 へ 伸 長 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
一 段 高 く 配 置 し た 中 性 線 ブ ス バ ー １ １ ａ が 拡 大 貫 通 孔 ２ ａ を そ の ま ま 挿 通 し て 回 路 遮 断 器
１ ０ の 端 子 １ ０ ａ の 位 置 で 段 差 を 得 る こ と が で き る の で 、 段 差 を 形 成 す る ス ペ ー ス を 節 減
す る こ と が で き る 。 そ し て 、 分 岐 遮 断 器 １ ３ の 入 力 端 子 の 段 差 に 対 応 さ せ て ブ ス バ ー １ １
と 中 性 線 ブ ス バ ー １ １ ａ が 段 差 配 置 さ れ て い る の で 、 分 岐 遮 断 器 １ ３ の 入 力 端 子 へ の 分 岐
導 体 １ ４ と ブ ス バ ー １ １ 、 １ １ ａ 間 の 絶 縁 距 離 が 確 保 で き て 直 線 的 に 分 岐 導 体 １ ４ で 接 続
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 ブ ス バ ー １ １ を 段 差 配 置 し な い 場 合 は 、 他 の 貫 通 孔 ２ と 同 一 高 さ の 拡 大 貫 通 孔 ２ ａ
の 開 口 部 に ブ ス バ ー １ １ を 挿 通 で き る の で 、 ブ ス バ ー の 配 置 形 態 に と ら わ れ ず 多 相 変 流 器
１ は 共 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 一 段 高 く 配 置 す る 中 性 線 ブ ス バ ー １ １ ａ へ の 接 続 導 体 １ ５ を 多 相
変 流 器 １ の 一 次 導 体 に し て 、 段 差 を 形 成 す る 屈 曲 部 を 拡 大 貫 通 孔 ２ ａ 内 に 位 置 さ せ る こ と
で 屈 曲 部 が 占 め る ス ペ ー ス を 縮 減 で き る の で 、 従 来 の も の に 比 べ 分 電 盤 内 へ 分 岐 遮 断 器 １
３ の 設 置 数 を 増 や せ る 、 ま た は 分 電 盤 そ の も の を 小 形 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
図 ６ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 示 す 多 相 変 流 器 の 分 解 斜 視 図 、 図 ７ は 実 施 の 形 態 ２ の
多 相 変 流 器 の 横 断 面 図 で あ る 。 図 に お い て 、 上 記 実 施 の 形 態 １ と 同 一 符 号 の も の は 説 明 を
省 略 す る 。
実 施 の 形 態 ２ は 貫 通 一 次 導 体 と し て の 接 続 導 体 を 保 持 す る 端 子 台 を 装 備 し た 多 相 変 流 器 で
あ り 、 ブ ス バ ー の 安 定 固 定 と 、 接 続 導 体 と ブ ス バ ー と の 接 続 部 の 相 間 絶 縁 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
端 子 台 １ ６ に は 貫 通 孔 ２ に 嵌 合 さ れ る 挿 入 突 起 １ ６ ａ が 設 け ら れ 、 挿 入 突 起 １ ６ ａ に は バ
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ー 導 体 １ ７ が 貫 挿 固 定 さ れ る 挿 通 孔 １ ６ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 拡 大 貫 通 孔 ２ ａ に 挿 入 さ れ
る 挿 入 突 起 １ ６ ｃ に は 接 続 導 体 １ ５ が 貫 挿 さ れ る 第 二 の 挿 通 孔 １ ６ ｄ と バ ー 導 体 １ ７ が 貫
挿 で き る 挿 通 孔 １ ６ ｅ と が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 接 続 導 体 １ ５ に 沿 う 台 座 が 設 け ら れ
て お り 、 中 性 線 ブ ス バ ー １ １ ａ の 螺 着 固 定 が な さ れ る 。
ま た 、 挿 入 突 起 １ ６ ｃ に バ ー 導 体 １ ７ の 取 り 付 け も 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
回 路 遮 断 器 １ ０ の 端 子 １ ０ ａ に ブ ス バ ー １ １ を 直 接 接 続 す る 場 合 と 、 バ ー 導 体 １ ７ を 介 し
て ブ ス バ ー １ １ を 接 続 さ れ る 場 合 の 接 続 高 さ 位 置 を 同 一 に す る た め に バ ー 導 体 １ ７ に は 板
厚 を 補 正 す る だ け の 段 差 が 設 け ら れ て い る 。 バ ー 導 体 １ ７ 及 び 接 続 導 体 １ ５ が 取 り 付 け ら
れ た 端 子 台 １ ６ を 多 相 変 流 器 １ へ 装 着 し 、 ネ ジ １ ８ で 固 定 し て 一 体 に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 接 続 導 体 １ ５ 及 び バ ー 導 体 １ ７ が 装 備 さ れ た 端 子 台 １ ６ を 装 着 し た 多 相 変 流 器 １ を 回
路 遮 断 器 １ ０ へ 接 続 す る こ と で 、 段 差 を 形 成 す る 屈 曲 部 を 拡 大 貫 通 孔 ２ ａ 内 に 配 置 さ せ る
こ と で 分 電 盤 内 で 屈 曲 部 が 占 め て い た ス ペ ー ス が 縮 減 で き る 。 そ し て 、 接 続 導 体 １ ５ 及 び
バ ー 導 体 １ ７ と 中 性 線 ブ ス バ ー １ １ ａ 及 び ブ ス バ ー １ １ の 接 続 部 は 絶 縁 壁 １ ６ ｆ に よ り 相
間 絶 縁 が 確 実 に な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 上 記 は 中 性 線 ブ ス バ ー １ １ ａ を 一 段 高 く 配 置 す る 場 合 の 例 を 説 明 し た が 、 挿 入 突 起
１ ６ ｃ の 接 続 導 体 １ ５ を バ ー 導 体 １ ７ に 交 換 す れ ば ３ 本 の ブ ス バ ー １ １ が 同 一 高 さ の 配 置
に も 適 用 で き る 。 絶 縁 壁 １ ６ ｆ は こ の 配 置 の 場 合 の 相 間 絶 縁 に 有 効 と な る 。
ま た 、 端 子 台 １ ６ を 取 り 外 し す れ ば 、 貫 通 孔 ２ 、 拡 大 貫 通 孔 ２ ａ へ は ケ ー ブ ル の 挿 通 が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 の 分 電 盤 用 多 相 変 流 器 は 、 以 上 説 明 し た よ う に 一 段 高 く 配 置 し た 中 性 線 ブ ス バ ー
が そ の ま ま 貫 挿 で き る よ う に 中 央 の 貫 通 孔 を 上 方 に 拡 大 し た 拡 大 貫 通 孔 と し た こ と で 、 中
性 線 ブ ス バ ー を 一 段 高 く す る た め の 段 差 を 形 成 の 占 有 ス ペ ー ス が 縮 小 し 、 分 電 盤 の 縦 寸 法
を 有 効 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 多 相 変 流 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 多 相 変 流 器 を 設 置 し た 分 電 盤 内 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 線 Ａ － Ａ に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 線 Ｂ － Ｂ に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 多 相 変 流 器 を 使 用 し た 分 電 盤 内 の 他 の 接 続 例 の 断 面 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 示 す 多 相 変 流 器 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ の 多 相 変 流 器 を 設 置 し た 分 電 盤 内 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 多 相 変 流 器 、 　 　 ２ 　 貫 通 孔 、 　 　 ２ ａ 　 拡 大 貫 通 孔 、
３ 　 変 流 器 素 子 、 　 　 １ ０ 　 回 路 遮 断 器 、 　 　 １ ０ ａ 　 端 子 、
１ １ 　 ブ ス バ ー 、 　 　 １ １ ａ 　 中 性 線 ブ ス バ ー 、
１ ３ 　 分 岐 遮 断 器 、 　 　 １ ５ 　 接 続 導 体 、 　 　 １ ６ 　 端 子 台 、
１ ６ ａ 、 １ ６ ｃ 　 挿 入 突 起 、 　 　 １ ６ ｂ 、 １ ６ ｅ 　 挿 通 孔 、
１ ６ ｄ 　 第 二 の 挿 通 孔 、 　 　 １ ６ ｆ 　 絶 縁 壁 、 　 １ ７ 　 バ ー 導 体 、
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